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１．対象部材
内部開き戸用調整機能付き丁番 略称：CjK 丁番

２．標準(共通)化の部位
内部開き戸用調整機能付き丁番の標準(共通)化の部位を図１図２に示す。

Ａ：縦

Ｂ：横

Ｃ：縦端部

Ｄ：縦ビス穴間隔

Ｅ：横端部

Ｆ：横ビス穴間隔

Ｇ：穴径

Ｈ：幅　１段目

Ｉ：幅　２段目

Ｊ：深さ　１段目

Ｋ：深さ　２段目

Ｌ：彫り込み２段目

　　コーナー半径

Ｍ：軸心持ち出し

図１－枠側ビス穴部位、扉側丁番彫り込み加工部位
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３．寸法・形状
枠側ビス穴、扉本体彫り込み、軸心持ち出し加工寸法を表１～表３に示す。

単位：mm

Ａ：縦

Ｂ：横

Ｃ：縦端部

Ｄ：縦ビス穴間隔

Ｅ：横端部

Ｆ：横ビス穴間隔

Ｇ：穴径

単位：mm

Ｈ：幅　１段目

Ｉ：幅　２段目

Ｊ：深さ　１段目

Ｋ：深さ　２段目

Ｌ：彫り込み２段目コーナー半径

単位：mm

Ｍ：軸心持ち出し

４．表示方法
丁番本体に”CjK”マークを表示する。

印刷物・電子媒体などに、該当商品が長期使用対応部材であることを表示する。
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表３－軸心の持ち出し部位・寸法

項目 寸法

項目
寸法

① ②

３３ ３６

２０．５

８

１２

Φ５

Φ８．５皿面取り

表２－扉側丁番彫り込み加工部位・寸法

表１－枠側ビス穴部位・寸法

項目 寸法

１０２

５１

１０

図２－軸心の持ち出し、扉と枠の取り合い部位



５．特記事項
5.1 丁番の扉側木口取付けの金具形状については、この彫り込みに納まる形状寸法とする。

5.2 扉と枠のチリ寸法は、丁番面付けの場合3.6±１㎜の範囲に対応できること。

かつチリ寸法3.6㎜に対して１㎜以上引き寄せができること。

5.3 丁番の調整幅は、上下±２mm以上、左右±２mm以上、前後±２mm以上とする。

5.4 枠側丁番取付けビスは５本使用し、且つ表１の”Ｇ：穴径”に対応した規格とする。

６．解説
・調整機構、扉固定ビス等は規定しない。

・調整丁番は３次元式を前提としている。

７．共通事項
7.1 寸法について

寸法は基準値を示し、公差・許容差を表すものではない。

7.2 交換について

交換については、専門知識を有する者が行うことを推奨する。

注記)専門知識を有する者とは：専門的知識、技術、経験を有する者である。

８．改訂履歴
8.1 2014年3月20日改訂

・”７．共通事項”を基準書記載内容改訂により記載

・符号、書式の統一

8.2 2016年4月28日改訂

・対象製品名称、略称見直しによる改訂

・7.1寸法について記載内容改訂

8.3 2022年1月27日改訂

・図１のＤ、Ｆの名称の”ビス間隔”を”ビス穴間隔”に改訂した。

・図１、表１の”枠側ビス固定穴”を”枠側ビス穴”に改訂した。

・表２のＨ寸法に”３３”のタイプを追加し、表を改訂した。


